
本学では、平成29年7月に全構成員を対象にした『大阪大学「性的指向(Sexual 

Orientation)」と「性自認(Gender Identity）」の多様性に関する基本方針』を策定

し、ダイバーシティ環境の実現に向けて、様々な取組を進めております。

キャンパスライフ健康支援センター、ハラスメント相談室、人権問題委員会、人

事労務オフィス、教育オフィス・学生生活委員会、男女協働推進センターから、現

在の取組状況を紹介します。

大阪大学「性的指向(Sexual Orientation)」と
「性自認(Gender Identity）」の多様性に関する基本方針

平成29年7月19日
大阪大学総長 西尾章治郎

大阪大学は、「地域に生き世界に伸びる」をモットーに、多様で心豊かな地域
と世界の創造のために寄与すべく、平成28年4月に策定した「大阪大学男女協
働推進宣言」において、「男女協働推進アクションプラン」を全学的に推進し、
ダイバーシティ環境の実現を図ることを公表しました。

本学が目指す研究型総合大学に相応しい多様な知と人材が交差する魅力あるダ
イバーシティ環境をより豊かなものとしていくために、「性的指向（Sexual 
Orientation）」と「性自認（Gender Identity）」の多様性と権利を認識し、
偏見と差別をなくすよう、構成員への啓発活動を行うことを基本方針として提
示します。

大阪大学は、「大阪大学男女協働推進宣言」とこの基本方針を踏まえ、多様な
構成員の意思と選択の自由が尊重され、その個性と能力が存分に発揮できる学
修、研究、就業環境の整備に取り組んでいきます。

大阪大学SOGIに関する取組み

阪大「ワニ博士」

大阪大学SOGI基本方針



キャンパスライフ健康支援センターの取組

キャンパスライフ健康支援センター･･･学生・職員の保健管理及び相談支援
業務を行っている。

◆取組1 相談対応の明記
従前から「性や性別の悩み」についての相談を受け付けていたが、
SOGI基本方針策定後、「SOGIについての相談も受けている」ことを
明記し、相談に対応。

◆取組3 健康診断における配慮
健康診断時に、車いす、妊娠中、手術跡のある者等と同様に、SOGI
に関連して配慮を必要とする学生及び職員に対応。

◆取組4 セミナー開催
セミナー「LGBTについて知っておくこと」を開催。
（平成30年7月17日）
セミナー「あなたもその一人 多様性を受け入れるとは」を開催。
（令和元年9月26日）
セミナー「SOGI多様性についていまさら訊けないこと」を開催。
（令和3年3月19日）

配慮の実績例

・更衣時の配慮 → 受検時間の調整を行い、1人で更衣が
出来る環境を提供

・氏名の変更 → 健診受検時のみ、本人希望の氏名で受検

積極的な対応を発信

◆取組5 全学共通教育科目の開講
全学共通教育科目「ピア・サポート入門」、「共生社会とアクセシビ
リティ」、「現代の医療と生命を考える」の講義でSOGIの基礎知識、
学生生活で抱える困難さやその対応について提供。

◆取組2 SOGIに関する専門家との連携を強化
SOGIに関する専門家を招へい教員として配置し、問題発生時のアド
バイザーとして即応できる体制を整備。



ハラスメント相談室の取組
ハラスメント相談室･･･専門相談員（カウンセラー）がさまざまな

ハラスメントの相談を受け付けている。

◆取組1 「ハラスメント問題に関する基本方針」を改正
ハラスメント相談室では、広く相談を受け付けてきたが、SOGI基本方針
策定を受け、「大阪大学におけるハラスメント問題に関する基本方針」を
改正した。

セクシュアル・ハラスメントとは、職務・研究・修学・課外活動における関係
を利用して、相手に不快な思いをさせる「性的な言動」（性的な関心や欲求に
基づく言動をいい、性別により役割を分担すべきとする意識又は「性的指向」
若しくは「性自認」に関する偏見に基づく言動を含む。）をいい、時間と場所
を問いません。（以下略）

SOGIに関する偏見に基づく言動がハラスメントに
該当することを発信

◆取組2 学内広報誌「ハラスメント相談室だより」にて啓発

●特集「セクシュアル・マイノリティ」を掲載
（第６号平成28年6月）

●ハラスメント問題に関する基本方針」の改正に
ついて掲載（第12号平成29年12月）



人権問題委員会の取組
人権問題委員会･･･人権問題の啓発、学内の講演会等に取り組んでいる。

◆取組1 大阪府人権啓発事業への協力

大阪府が作成した
性的マイノリティに関す
る人権啓発ステッカーを
図書館や食堂に貼付する
事業に協力。
（平成30年1月～3月）

教職員・学生・地域住民を対象としたSOGI意識啓発

● 人権啓発を目的とした映画会を毎年開催
● 平成30年度、令和元年度はSOGIを
テーマとした映画を上映。

平成30年度
上映映画：「メゾン・ド・ヒミコ」

令和元年度
上映映画：「彼らが本気で編むときは、」

◆取組2
人権問題に関する映画会の開催



人事労務オフィスの取組

◆取組1 教職員の通称使用

SOGI基本方針に基づき、教職員の氏名表記に関する取扱
いについて、
「性的指向・性自認による通称使用」を可能とした。
（平成30年12月20日）

通称使用申出書及び使用通称確認書類（※）の提出が必要

※社会生活上、既に当該通称を使用していることが確認できる書類
（例）公共料金の領収書、病院の診察券、受取郵便物、金融機関の預金通帳・カード、

他の勤務先での給与明細、在職証明書 など

人事労務オフィス･･･人事労務に関する規程や施策に関して企画・立案を行って
いる。

◆取組２ 休暇・福利厚生の対応

配偶者やその親族に関わる休暇や福利厚生制度におい
て、事実婚の配偶者も同等に取り扱っている。

SOGIの多様性を考慮した施策を推進

◆取組3 新任教職員への意識啓発

例年６月に実施している新任教職員対象の研修において、
SOGIについて説明を行っている。

具体例
・結婚休暇
・介護休暇・休業
・扶養手当
・赴任旅費
・特別赴任手当



教育オフィス・学生生活委員会の取組

◆取組1 学生の氏名の取扱いの改正

SOGI基本方針に基づき、学生の通称氏名使用に係る「確
認に要する書類等」について、従前の要件を見直し、取扱
いを改正した。（平成31年1月16日）

学生のSOGIに係る通称使用手続きの負担を軽減

改正前の確認書類

○医師による診断書２部
（異なる医師による診断書１部ずつ）
○親権者の同意書（成年の場合は、原則、
学籍情報上の保護者の同意書）

以下は、これまで通称氏名を使用していた
場合に確認する。
○これまでの通称氏名使用期間・使用状況
を記載した本人作成の説明書

○通称名が社会生活上日常的に用いられて
いることについての資料

改正後の確認書類

○通称氏名使用の申出書
○保護者の同意（未成年者の場合に限る）
○申出書に基づき、学生本人と所属学部・
研究科又はキャンパスライフ健康支援セ
ンターで面談を実施。必要に応じて申出
書の記載内容を確認できる書類を求める
場合がある。

◆取組2 「学生への配慮・対応のガイドライン」を制定
ＳＯＧＩ基本方針に基づき、学生生活委員会で、「性的指向(Sexual 
Orientation)」と「性自認(Gender Identity）」の多様性に関する学生への
配慮・対応ガイドラインを定めた。（令和元年6月17日）

・学生への配慮・対応について、学内の各組織
に取組を要請

・学生生活委員会において方策・課題を議論

（１）学生ひとりひとりの意思と選択の尊重
（２）個人情報の保護の徹底
（３）教職員によるチームでの問題解決
（４）学内の各セクションの連携協力
（５）学内生活全般に関する合理的配慮
（６）ＳＯＧＩの多様性に関する理解促進

教育オフィス･･･教育に関する規程や施策に関して企画・立案を行っている。
学生生活委員会･･･学生生活の諸問題の解決に向け取り組んでいる。



男女協働推進センターの取組

男女協働推進センター･･･男女共同参画に関する事業を推進

◆取組1 セミナー開催
「性的指向(Sexual Orientation)」と「性自認(Gender Identity）」
（＝SOGI）の多様性と権利を認識し、偏見と差別をなくすよう、構成員
への啓発活動を行うことを目的に、セミナーを開催。

学内構成員へのSOGI意識啓発、課題を共有

■講演
「早稲田大学におけるダイバーシティ推進への取り組み」
関口八州男氏

早稲田大学学生部学生生活課長

「大学×SOGIが持つ可能性～課題解決から社会対話へ～」
松中権氏

認定特定非営利活動法人グッド・エイジング・エールズ代表

■パネルディスカッション
「大阪大学の現状・課題と今後に向けて」をテーマに実施
人権問題委員会委員、ハラスメント相談室長、
学生生活委員会委員長、キャンパスライフ健康支援センター長が登壇

●平成30年7月9日
「SOGIの多様性を尊重した更なるダイバーシティ環境の実現」

●令和元年9月26日
「あなたもその一人 多様性を受け入れるとは
～個性を発揮し一人ひとりが活躍できる大学に～」

■講師 中塚 幹也 氏
岡山大学大学院保健学研究科 教授
岡山大学ジェンダークリニック 医師
GID（性同一性障害）学会 理事長

LGBT、性的マイノリティの基礎知識と性同一性障害の学生への
支援を中心に講演。このセミナーをきっかけに、「大阪大学SOGI
基本方針」が策定された。

●平成29年3月10日
「LGBTの基礎知識 性同一性障害の学生への支援を中心に」



◆取組2 トイレサイン使用の推奨

施設面からのSOGI意識啓発

トイレサイン設置に係る学内外からの問い合わせ対応、学内の設置推奨

●大阪大学共創イノベーション棟（大阪大学での初めてのトイレサイン使用例）

壁面のトイレサイン↑

◆取組3 イクボス宣言×SOGIアライ宣言

学内外に対して男女協働推進・SOGIの理解をさらに拡げるため、総長をはじめと
する役員と幹部職員(本部部長級職員)22名が率先し、「イクボス宣言×SOGIアラ
イ宣言」を行った。

【イクボス宣言】
ワーク・ライフ・バランスを推進し、組織の活性化を目指します

【ＳＯＧＩアライ宣言】
性的指向・性自認の多様性と権利を尊重します

学内外へ大阪大学の姿勢を発信

阪大「ワニ博士」


